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研究主題 基礎 ・基本を身 に付け活用できる書写指導の工夫

1研 究主題設定の理由

様 々な情報が氾濫す る現代社会 にお いては、それ らを適切 に判 断 して取捨選択 し、 自分 の

生活 に生かせ るよ うにすることが大切であ る。 また、価値観が多様化す るなか、個性を生 か

すために、豊かな表現力が必要 とされてい る。

国語科書写において は、目的や必要 に応 じて、文字を正 しく整えて調和 よ く書 く能力、及

び、それを生活に役立て る態度を育 てる ことをね らいと している。場面 に合 った用具 ・用材

を選択 し、 どのよ うに文字を書いた ら良 いかを適切 に判断 し、効果的に書 く能力を育てるこ

とが、学校教育 におけ る書写の役割であ ると考え られ る。

子供たちは ごく自然な気持ちと して、よ り字が上手になりたい という願いを抱 いている。

その反面、ど うした らもっと字が上手になれ るのかわか らない、知 りたい といった悩みや疑

問が、多 くの子供 たちに共通 して見 られ る。 したが って、児童 ・生徒 に文字の特質や機能 の

重要性を認識 させ、文字の正誤、適否、美醜 などの判断力、つ まり書写の基礎 ・基本 にっな

が る文字感覚 を身 に付 けさせ る必要があ る。 さ らに、身に付 けた基礎 ・基本を 日常の書写活

動に生かす力 も、 自己を表現す る手段の一つ として、今後 ます ます必要 とされて くる。

本年度 は、子供 たちの実態 を総合的 に考え、平成8年 度か らの研 究主題 「基礎 ・基本を身

に付け活用で きる書写指導の工夫」を引き継いだ。

皿 研究の構想

1研 究の基本的な考え方

児童 ・生徒の実態を考え ると、楽 しく書 くことへの意欲を持 たせ ることが大切 である。

意欲的な書写の学習を通 し、正誤、適否 、美醜等 の文字感覚を養 うことになる。学習過程

で 自分の問題意識 を もって取 り組 めたな らば、意欲 はさらに高 まる。 また、課題を解決 し

てい く中で、達成感、成就感につ なが る評価が行われれば、学習の効果が表れ、基礎 ・基

本が身 に付 くはず である。基礎 ・基本が身に付 けば、 日常の書写活動 に も活用 されてい く

はずである。

そ こで指導実践 の過程で、次の4点 に視点を置 き、研究の主題 に迫 ることに した。

① 自分の課題 に気付 き、課題意識 を もって学習に取 り組むたあの工夫

② 楽 しく意欲的に取 り組むための工夫

③ 達成感、成就感 にっ なが る評価 の工夫

④ 日常生活 に生かすための工夫

さ らに、 このよ うな指導の工夫を実践 して い く中で、個 々の児童 ・生徒 に対応するため

の指導法 と して、 「テ ィーム ・テ ィーチ ング」(以 下、T.T.と す る)が 有効であると考え、

授業研究の実践 に もこの指導法を用 いることに した。
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2研 究の全体構想図
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児童 ・生徒の実態

(小低)新 しい文字に対 して興味関心が強 く、文字を書 くことに意欲的である。姿勢や

筆順、用具の使い方がなかなか定着 しない。

(小高)毛 筆で大 き く書 くことは好 きであるが、書 くことが増えるにつれ、学習活動の

中で、文字を書 こうとする意欲が薄れる。整 った文字を書 ける児童 と書 けない児童

との差が大 きい。

(中学校)書 くことが好 きで意欲的に取 り組 もうとす る生徒 と、文字 に関心 を もたない

生徒 との差が大 きい。 目的に応 じた筆記用具や字体の選択がで きない生徒が増 えて

きてい る。

身に付けた韮礎 ・墓本を

土台に、文字 に対 して関心

を示す子

教育課題 国語科書写のねらい

文字を正 しく整えて、生活に役立つ

書写の力を育成する。

め ざ す 児 童 ・生 徒 像

自分の課題を もち意欲的に

解決 しよ うとする子

目的や場面に応 じて

自己評価できる子

掌んだことを生か して

日常生活 に取 り入れて

いこうとする子



研究主題

基 礎 ・基本 を身 に付 け活 用 で きる

書 写 指 導 の工 夫

仮説

楽しく学習し、正誤、適否、美醜等の文字感覚を養う中で、自分の課題

を発見し、意欲的な取り組みができれば、基礎 ・基本が身に付き、その活

用が図れるであろう。
ー

ら○

ー

研 究 の 視 点 と 指 導 の 工 夫

① 自分の課題に気付 き、課題意識を もっ

て学習に取 り組むための工夫

・空書

・めあての明確化

・拡大文字による基準の明確化

・分解文字の操作

・示範(水 書板、二色筆)

・試 し書きと教材文字 との比較

・T.T.に よる指導の工夫

・練習用紙作成の工夫

・学習カー ド

②楽 しく意欲的に取り組むための工夫

・いろいろな練習コーナーの場の設定

(二色筆コーナー、水書板コーナー

分解文字 コーナー、練習用紙 コーナー

相談 コーナー、スクリーンコーナー

掲示 コーナー)

・練習方法別T .T.

・硬筆毛筆関連の学習カー ドの工夫

・用具の工夫(硬 毛ペ ン、書写ファイル

書写鉛筆)
・指導計画の工夫

③達成感、成就感につながる評価の工夫

・学習カー ドの工夫(文 、記号、シール)
・児童 ・生徒による自己評価、相互評価

(スクリーン、展示、発表)

④ 日常生活に生かすための工夫
・硬筆毛筆関連の工夫

・文字感覚を高め生かせる場の設定

(掲示物、教室環境、ノー ト等)



皿 研究の内容

1自 分の課題に気付き、課題意識をもって学習に取 り組むための工夫

(1)教 材や基準を分かりやす く提示する工夫

・教材を提示する時には空書をして筆順の確認をする。

・拡大文字や分解文字を提示 して、文字の基準をわか りやす くする。

・分解文字を操作 して自己評価や相互評価をすることにより、文字の基準を明確にする。

・水書板 ・教材提示装置などの用具や機器を使い、示範 して筆使いを示す。

② 課題に気付かせるための工夫

・試 し書きと教材文字を比較 して、点画の違いや字形、文字の大きさなどに着目させ、

中心線や記号などを書き入れ自分の課題をっかむようにする。

(3)T.T.に よる指導の工夫

・明確 な役割分担 をす る ことによ り、

教 師の持 ち味を生か しなが ら多様 な

学習展 開を してい くようにす る。

(4)課 題意識を高め るための指導の工夫

・学 習カー ドを用 いて、共通のめ あて

にそ った自分 の課題を記入す る。

・課題 に合 った練 習用紙を 自己選択 し

た り、自分で作成 した りする。

・練 習用紙 は段階 を追 い、容易な もの

分 解 文字 の操 作

か ら困難な ものにな るように作成 し、中学年 においては課題 に合 った用紙の選択がで

きるよ うに、また高学年においては自己作成がで きるよ うにす る。

(5)評 価の工夫

・同 じ課題を もつ グルー プ内で、相互評価す る。

・学習カー ドに評価を記入す る。
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2楽 しく意欲的に取 り組むための工夫

(1)課 題に適 した学習方法の工夫

・いろいろな練習 コーナーを設定す ることによ り、楽 しく取 り組め るよ うにす る。

各 コーナーでの操作活動で は、分解文字 、二色筆、水書板、粘土 、モ ールなど多様

な用具を準備 し、個 々の書写力に応 じて 自己選択ができるよ うに した。

相談 コーナーで は、T.T.の 特性 を生か して、教師に個別に相談 し、指導を受けるよ

うに した。

ス ク リー ン ・掲示 コーナーで は、学習 した成果を大 き く映 しだ した り、掲示の仕方

を工夫す ることにより、学習の成果がわか り意欲 につなが るよ うに した。

自力学習(一 人学び)コ ーナーで は、めあて にそった段階的 な練 習用紙を準備 して

課題が達成で きるように した。

いずれの コーナーにおいて も、個 々のめあてに応 じて対応で きるよ うに用具や場所

の設定を柔軟 に行 った。

水 書 板 コ ー ナ ー
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(2)学 習形態 の工夫

・課題別 グル ープの座席 に して、相互評価

が しやす いようにする。 練 習 用 紙 の 作 成

・教材別 の形態 も取 り入れ、互 いの良 さを

認め合 うよ うにす る。

㈲ 指導計 画の工夫

・30分 、60分 また は2単 位時間連続の授業時間を取 り入れるな ど弾力的な時間の運用を

図 り、学習意欲の持続 につなが るよ うにす る。

・大単元の基 に、各教科、領域 を取 り外 して実践 して い くことによ り、児童 ・生徒の願

いや思いが達成で きるよ うにす る。

(4)T.T.に よる指導の工夫

・個別指導の場や機会を増やす ことで適切 な評価 や助言を行 い、学習意欲を高めてい く

よ うにす る。
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3達 成感、成就感につなが る評価の工夫

(1)児 童 ・生徒 による自己評価 ・相互評価の工夫

・記号や シールな どを使 って、評価がで きるように学習カー ドの工夫をす る。

・練習用紙 に自己評価の欄を設けて、めあてを確認 しなが ら学習が進 め られ るよ うにす

る。

・学習の 目標 を明確化 して正 しい自己評価につ なげてい くよ うにする。 その際、低学年

においては、批正のポイ ン トや、評価の基準を視覚に印象付 ける工夫 を してい くよう

にす る。

・相互評価によ り、お互いの良 さや伸 びを発見 し合い、成就感 を味わわせ ることで主体

的な学習が進め られ るよ うにす る。

。評価は作品 に対す る評価ではな く、課題 に即 した評価で あることを意識付 け、次時へ

の意欲 につなが るよ うにす る。

(2)教 室掲示の工夫

・課題別掲示や、試 し書 きとま とめ書 きを並べて掲示す ることによ り、 自己の変容が視

覚で捉 え られ、課題が達成で きたか分か るよ うにする。

4日 常生活に生かすための工夫

(1)硬 毛関連 による指導の工夫

・関連文字 を練 習す ることにより、学んだ ことが他の書写活動 に生かされるようにす る。

・低学年では、毛筆で書いた教材を使用 した り して、始筆 ・終筆 ・とめ ・は らいなどへ

の意識を高あるよ うに した。

② 文字環境の工夫

・教室や廊下な ど文字環境を整え、 自分の文字を振 り返 る機会をつ くり、文字感覚を高

めてい くよ うにする。

(3)発 展学習の工夫

・目的や意図す るものにより、適切に用具を選択 しなが ら、学んだ事を他の学習や 日常

の文字 に生かせ るよ う継続的に指導す る。

螺 麟 團國
鞭購 關團

俳 句 づ く り

年 賀 状 作 成
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IV実 践 事 例

〈小学校第6学 年>

1単 元 名 文字の中心、行の中心 「風景」 ・毛筆か ら硬筆へ

2単 元の 目標

・文字の中心をそろえ、文字を整えて書けるようにす る。

・封筒の書式を正 しく理解 し、文字の 中心 ・行の中心 ・文字の大 きさに注意 して、曲が ら

ないで書 けるよ うにす る。

・自ら課題 を もち、進んで学 習す ることがで きる。

3単 元 について1

第6学 年 の書写学習 において は 「文字の形、大 きさ、配列 などを理解 して書 くこと」

「毛筆を使用 して、文字の組み立て方を理解 しなが ら、文字 の形を整えて書 くこと」 「毛

筆を使用 して、文字の大 きさなどに注意 しなが ら、字配 りよ く書 くこと」が、指導事項 と

してあげ られている。

6年 生 になると、学習す る漢字 も難 しくな り、 また書 く量 も増えて くる。それに従 って・

正 しく整 った文字を書 こうとす る意識 も薄れてきつつあ る。 この時期 に、 これまで学習 し

て きた、基礎的 ・基本的事項をふ まえて、十分 に指導す る必要があ る。

そこで、本単元で は文字の中心や行の中心 に注意 して、字形 を整えて書 く学習を通 して、

文字の中心を まっす ぐそろえ ることで行の中心が整 うことを理解 させ、中心を意識 して書

く態度を育てていきたい と考えた。

また毛筆で学習 した 「行 の中心」を硬筆 にも生か し、行の中心や文字の大 きさに注意 し

て、整 った文字で、読みやす く、見やす く書けるようにす るなど、書写力の向上 にっなげ

てい きたい と考えた。

4研 究主題 との関連

(1)自 分の課題に気付き、課題意識 をもって学習に取 り組むための工夫

主体的 に学習す るためには、児童 自 らが、 自分 自身の課題 を明確に捉え られ るよ うに

す るための工夫が必要であ る。

① 教材僻 をわかりやす く提示する工夫 曳 團・ 義肇 グ

・空書 で筆順の確認を行 う。

・拡大 文字や分解文字を提示す る。

・一人一人 に分解文字 を配布 し、基準を確

認 しやす くす る。

・筆使 いで気をっけ るところは、模造紙 に

二色筆で大 き く示範す る。

② 課題 に気付かせ るための工夫

・試 し書 きと教材文字 を比較 し、試 し書 き

に自分の課題を赤ペ ンで書 き込む。

驚

二 色 筆 によ る示 範

・分解文字を操作 しなが ら基準 を確認 し、 自らの課題 に気付 く。
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難 辮 轟 、

自作 の 練 習 用紙

鉱 党黛

.欝

機

③T.T.に よる指導の工夫

・発言を まとめる役 と板書をす る役を分担 し、

学習内容を振 り返 って確謡できるようにする。

④ 課題意識を高めるための指導の工夫

・課題意識 を高め るために、学 習カー ドに自

分の課題を記入す る。

・自分 の課題 に合 った練習用紙を 自分で作成

す る

(2)楽 しく意欲的に取 り組むための工夫

児童が課題解決 のための学習方法を主体的に

見つけ ることがで きるように工夫す ることが児

童の学習意欲の向上 にっなが ると考えた。そ こ

で、次のような工夫により児童が意欲的に取 り組めるようにした。

① 課題に適 した学習方法の工夫

・い ろいろな練習 コーナーの場を設定

す る。

☆二色筆 コーナー

☆分解文字 コーナー

☆水書板 コーナー

織 墜 二:ナー
☆ スク リー ンコーナー

☆掲示 コーナー

② 工工 による指導の工夫

呼

弩

〆㌶1秘 灘

贈 一 マ
町 蔓

噛 灘一 ぞ
窟一1窒 課
妄 毛ず

1浅 ㌦'
、}

相 談 コ ー ナ ー

・練習方法別 に場所を分担 し、適切な助言、評価がで きるよ うにす る。

③ 指導計画の工夫

・2単 位時間連続 した授業、1単 位時間の弾力的な運用な どを工夫 し、達成感、成就

感 を得 られるようにす る。

・児童が見通 しを もって取 り組め る学習計画を工夫す る。

児童の試 し書 き(左)と まとめ書 き(右)の 例

風 がまえ と2文 字の中心(イ)風 がまえの形 と中心
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(3)達 成感 、成就感につながる評価の工夫

① 児童に よる相互評価 ・自己評価の工夫

・ス ク リー ンコーナーや掲示 コーナーの

設定 によ り、効果的 な自己評価 や相互

評価がで きるようにす る。

(4)日 常生活に生かすための工夫

① 硬毛関連による指導の工夫

・硬毛関連 の学習カー ドを工夫 した。 展示コーナーでの自己評価 ・相互評価

・毛筆の ほか に硬毛ペ ン、硬筆を使用 し、毛筆で学習 した成果が硬筆 に も生 きるよ う

にす る。

② 文字環境 の工夫

・教室や掲示物の文字環境 を整え、文字感覚を高め生かせ る場を設定す る。

5児 童の実 態

5年 生か ら毛筆 による書写の学習 には興味を もって取 り組んで きている。書写の時間 に

は 自分の書いた文字を教材文字 と比べて学習の基準 を確認 し、 自分の学習 目標 に従 って教

師の用意 した練習用紙で練習を して きた。6年 生になってか らは、めあてにそった 自作の

練 習用紙 を作成 し練習 している。

しか し、 日常 のノー トの文字を見 ると、まんが字や癖字などが 目にっ き、書写での学習

が十分に生 か されていないと感 じられ ることが多か った。そ こで国語の毎 日の新出漢字の

学習で も児童 に各文字の担当を順番 に割 り当て、黒板 に大 きく書かせ た り、空書を行わせ

た りして、文字 に対す る意識 を高 めて きた。

6年 の書写 の学習では、 これ まで に文字の組み立て方(左 右 ・上下 ・たれ ・か まえ)に

ついて学習 して きてい る。

本単元教材 「風景」にっいて児童が硬筆で書いた実態 は以下の通 りであ る。

(ア)文 字や行 の中心があ っていない。(19人)

(イ)風 の八 の部分が正 しく書けて いない。(11人)

(の 文字や行 の中心に気をつけて字形 も整えて書けてい る。(3人)

6指 導計画(4時 間扱い)

第1・2時 文字の中心 に注意 して字形 を整えて 「風景」を書 く。(2時 間)(本 時)

第3時 自分 で作 った短歌や俳句を文字 や行の中心 に気をつ けて短冊 に書 き、作品 として

仕上 げる。

第4時 封筒の書式について理解 し、文字の中心 ・行の中心 に注意 して曲が らないよ うに、

表書 き ・裏書 きを書 く。 、

了 本時の指導(4時 間扱いの第1・2時)

α)目 標

・ 「風景 」の文字の中心や字形 に関 しての 自分の課題を見つ け、意欲的に学習す ること

がで きる。

・文字 の中心 に注意 して、字形を整えて 「風景」を書 くことがで きる。
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② 展 開

教 師 の 支 援 主 題 に 迫 る
学 習 活 動

T1 T2 ための手立て

(T2紹 介)

1.「 風景」 とい う文字を ・目を閉 じて 自分の好 きな T。T。 に よ る

書 くことを知 る。 風景を思い浮かばせる。 指導

2.「 風 景 」 を空 書す る。 ・筆順の確認をする。 ・板書 す る。

3.毛 筆 で試 し書 きをす る。 ・筆の持ち方 ・姿勢 などにつ いて も助言す る。

4.本 時 の ね らいを知 る。 拡大文字

文字や行の中心に注意 して、字形を整えて 「風景」を書 こう

5.学 習の基準を見つける。 ・ど こに気をつ けて書 いた 教科書

らよいか考えさせ る。

基 準

① 「風」の7画 目が中心 にな るよ うに書 く。

② 「景」の5・10画 目が中心 になるように書 く。

③ 「風」のそ りに気をつ けて書 く。

6.分 解文字 「風」を操作 ・几 の ところはどの ぐらい 分解文字

す る。(二 人 に一組) そ らせた らよいか考え さ

せ る。 ・机間指導 をす る。

・分解文字

「風景」を操

作す る。

(黒板)

7.自 己批正を し、赤ペ ン ・試 し書きと教材文字を見 硬毛ペ ン

で直す。 比べ させ、 自分の課題 を (赤)

明 らか にさせ る。 書写カー ド

(美 しい風景

8.自 分の めあてを考えて ・課題 を考え られない児童 には、机問指導 カー ド)

書写カー ドに書 く。 の際、助言す る。

9.示 範 を見 る。 ・模 造 紙 に大 き く 「風 」 の
、 二色筆

か まえを書 き、筆の穂先 模造紙

の通 る位置を知 らせる。 (朱墨 ・墨液)
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10.練 習す る。

①練習用紙(か ご字)に

一枚練習をする。

②練習用紙を一枚自作 し

て練習する。

③練習方法を選んで自分

で練習を進める。

11.課 題をおさえなが ら学

習の まとめを し、 自己評

価す る。

12.掲 示 コーナーに掲示 し、

お互 いに練習の成果を認

め合 う

13.硬 毛 ペ ンで 「風 景 」 と

書 く。

14.中 心が は っきりとわか

る文字を友達の名前の中

か ら見つ ける。

15.次 時 の予 告 を 聞 く。

・めあてに合 った練習のや

り方を考え させる。

・課題にあ った練習用紙を

に助言す る。

・前半は廊下の児童を支援

す る。

成できない児童

・前半 は教室の

児童 を支援す

る。

個々に作成す

る練習用紙

練習用紙の作

成例

・水書板 コーナー

(筆使 い練 習)

・二色筆 コーナー

(そ りの穂先の通 る

位置確認)

・掲示 コーナー

(達成度確認)

・ス ク リー ンコー ナー

(達 成 度 確 認)

・分解 文字 コー ナ ー

(字 形 ・申 心確 認)

・練 習 用紙 コーナ ー

(字 形 ・筆 使 い練 習)

・相 談 コー ナ ー

・試 し書 きとまとめ書 きを

比べ させ る。

・各 自の課題 にそ って評価できて いるか確認

して回 り、必要に応 じて助言す る。

・掲示 コーナーの作品を見合 い、課 題が達成

で きた児童や、努力の跡が見 られた児童は、

みんなで称賛す る。

・次 の時間は、文字や行の

中心 に気をつ けて 自作の

短歌や俳句を書 くことを

伝え る。

・中心がわかる

文字の カー ド

を黒板 に貼 る。

硬毛ペ ン

(黒)

プ リン ト

文字 カー ド
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(3)評 価

・文字や行の中心 に注意 して
、字形を整えて 「風景」を書 くことがで きたか。

・自分の課題 を もち、意欲 的に学習す る ことがで きたか。

8考 察

(1)自 分の課題 に気付き、課題意識をもって学習 に取 り組むために

児童が 自分の課題 を明確 に捉え られ るよう、試 し書 きと教材文字を比べて、 自分のめ

あてを考 えさせた。そのめあてを共通のめあて とともに学 習カー ドに記入 させ た。 また、

各 自、分解文字を操作 した り示範 を見 た りす ることなどで、よ り一層課題を明確 にで き、

課題意識を もって意欲的に学習に取 り組む ことができた。

② 楽 しく意欲的に学習に取 り組 むため に

児 童が意欲 的に学 習に取 り組 め るよ う、児童の個別の課題 にそ ったいろいろな練習

コーナーを設定 した。

穂先の通 り道がで きていない児童は、二色筆 コーナーに行 き、薄 い墨液をつけた筆の

穂先 に朱墨をつけて、模造紙 に大 き く書 くことで、風が まえの穂先の通 り道を確認できた。

分解 文字 コーナーでは、大 きな分解文字を操作す ることによ り、文字の中心や整え方

を学習す ることがで きた。

水書板 コーナーでは、普段、教師が使 っている水書板 に、児童が何回 も大 きな文字を

自由に書 き込む ことがで き、意欲 的に学習す ることがで きた。

じっくりと何枚 も練習 したい児童 は、教師の用意 した練習用紙の ほかに、 自分の課題

にあ った練習用紙を自作 して取 り組 む姿が見 られた。

また、それで も課題が達成で きない児童は、相談 コーナーで、教師 と一対一 で手を添

え る方法で学習するな ど、T.T.の よさ もみ られた。

用具 も、毛 筆だけでな く、硬筆、硬毛ペ ンな どを使 うことにより、毛筆で学習 した成

果が硬筆に も生 きるよ うに工夫 した。 また、用紙を出 し入れ しやす いよ うに書写 ファイ

ルを使用 した。後片付 けを きれ いに手早 くす るために、筆洗い用 びんに水を入れて各 自

持 たせた。

㈲ 達 成感、成就感につながる評価について

学 習 した成果をス クリーンコーナーで確認 した り、掲示 コーナーでまとめ書 きと比べ

て展示 した りした。 ここでは、 自分の向上 した ところを確認 した り、友達 同士でよさを

認め合 った りして、達成感、成就 感を得 られる評価の場 と し、意欲 向上にっなが った。

学習のまとめ と して、各 自学習カー ドに学習の成果 を書 き込 み、 自分の向上 した ところ

を確認 した。

(4)日 常生活に生かすために

日常生活 に生かすためには、毛筆で学習 した ことを硬筆 にも生かす ことが大切である。

そのため に、常 に、硬 毛関連 によ る指導を心掛 けて きた。毛筆 で大 き く書 くことによ

り、文字 の中心や整え方 を意識 して学び、確認 したことを、 まとあ書 きとして硬筆で も

書 いた。

文字感覚 を高め生かせ る場 と して、教室環境を整え、お互いに見合 い高め合 う中で、

掲示物や ノー トに書 く文字なども意識的 に整えて書 く姿勢が見 られた。
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鑑
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示
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ナ
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9資 料

〈座席表と児童の硬筆の実態〉

1・ 分・ 解 文 字 コ ー ナー(黒 抜)1

!

ノブ づくイ

窒略

国 塵 至
颪
景

医
景

颪

豆
颪1

累
相 談

コーナー

颪
呈

≡

1風
量

亙
量

≡
齪

医
【

■
凧

鼠

風

量
風
量

颪
夏

亙
景

颪
豪

慧

黒
子

丁

1

風

景
風
呈

風

呈
亘
景

≡

,風
'景

…

風
呈

風
是

風

景

置

風順
景偲

[一

≡
乱

亙

≡
旦
星

匝
呈

 

示

コ

ー

ノ

ー

プコ

霧
瀞

ン

与

コー ナー と分 解 文 字 コー ナ ー

　

ゆ

な

齋

.

∴
幽

ス

 璽

萄

～ ＼ .】●、

硬 毛ペ ンや鉛筆 を使 っての 学習

〈硬筆プ リン ト〉

雑
謬
瀧
播
蕃
4
日

圃

圃

ら

じ

る

ヲ

囹
囚
圖
因
團
圃
固

團
固
圖
團
國
國
團

圓
國
図
國
困
園
國

國
圓
匿
圃
圃
匠
囮

(児童の名前から一文字ずっ取ったもの)
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〈中学校第1学 年>

1単 元 名 行書(点 画の連続、筆脈)

2単 元の 目標

・楷書 と行書の違いがわか る
。

・行書の特徴の一つであ る点画の連続な ど基礎的な筆使 いを理解 して書 く
。

・点画の連続 により、楷書に比べて速 く書 けることを理解 し、字形 を整えて速 く書 くこと

がで きる。

・学習の成果を硬筆での書写 に活用す ることがで きる
。

3単 元 について

学習指導要領 第1学 年 〔言語事 項〕(3)の指導事項イの後段に、 「漢字の行書の基礎的

な書 き方 を理解 して書 くこと。」 とあ るが 、 これは中学校 で初 めて取 り上げ る行書 に関す

る事項で ある。また、中学校指導書 に も行書の学習が中学校書写 の主た る内容 となるとあ

る。実 際に中学校の授業 では、 どの教科 も小学校の ときよりも内容が深 まり、板書の量 も

大 幅に増えている。そのため、 ノー トなどの 日常の書写活動の場で、 自分 な りに崩 した文

字 を書 く生徒が増えて きた。 この ことは、文字 を速 く書 く必要性を感 じている生徒の現状

か ら考えて当然の ことで あると思われ る。 このよ うな機会を捉えて行書の正 しい書 き方 を

理解 させ、基礎的な技能 を身に付 けさせ ることは上記 に述べた生徒の実状か らみて もその

意義 は大 きいと考え られ る。そ こで、生徒 の発達段階を考え、第1学 年ではまず、楷書 よ'

り速 く書 くことので きる行書の基礎を身に付 けさせるように指導 してい くことが必要であ

ると考え、本単元を設定 した。

4研 究主題 との関連

(1)自 牙の課題に気付 き、課題意識を もって学習に取 り組むための工夫

① 自分の課題 に気付かせ るための工夫

・生徒 に共通 した課題 を取 り入 れた見本を提示す ることによ り
、 自分の課題に気付 き

やす くす る。

② 課題 意識 を もって学習に取 り組 むための工夫

・課題 を点画の連続 に絞 ることによ って
、初めての行書学 習に対す る抵抗感をやわ ら

げ る。

・課題別練習用紙 を用 いて、 自分の課題 に意識を もって取 り組 ませ る。

・ま とめ書 きの後、 自分の課題 を振 り返 らせ、 自己評価す るよ うにする。

② 楽 しく意欲的に取 り組むための工夫

① 使用す るワー クシー トとそのね らい

・行書 のウォー ミングア ップシー ト(ど ち らの方が速 く書 けるか)

・筆使 いの比較 シー ト(時 間を計 って比べてみる)

・確認用紙毛筆用(前 時に学んだ筆使 いの確認)

・点画の連続す る漢字のワー クシー ト(基 本的な筆使 いが毛筆 と変わ らないことに気

付かせ る。 「月光 」か らの応用)
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② 工τ による指導 の工夫

・一人が 中心で授業を進 め、 もう一 人

が その補助 という形のT.T.で はな く、

それぞれが授業のあ る部分 で中心 と

な り指導を行 う。そ の間、 もう一 方

の授業者が机間指導 を行 い、生徒 の

質問 に対応で きるようにす る。

㈲ 達成感、成就感 につなが る評価の工夫

① 学習 カー ド

、自己の課題を発見 した もの と、その

解決方法の考察を記入す る。

(第2時)

案

ガ
く
く

ζ
/
之

L

し.

＼

ヘ
ウ
電
ー
、・こ
'
7
7
↓
ノ
響
雪
一》

A
∵

5

・
G
亀
昌
風
毛
喧
幾
く
ゐ
蚤
サ
5

a

ビ
艦
f
†

が
. 髪

。
翻

行

富

リ
ウ
.
ー
ミ

ン
7
ア
7

3
■
ー
ヒ
ン
7
7
,ア

ξ

7

縄

亀
5
.

レ
三

7
蓬
違

毎

3"2t
^

行 書 の ウ ォー ミ ング ア ップ シー ト

。学習後の成果を確認す る(第2時 、第3時)

(4)日 常生活に生かすための工夫

① 点画の連続す る漢字の ワークシー ト(硬 筆)

。点画の連続 してい る部分を蛍光ペ ンでなぞ ることによって 「月」 「光」以外の 日常

よ く使 う漢字 にも画の連続が多 く含まれることを理解 させ る。

・基本的な漢字を行書で練習す ることによ って
、 日常の書写活動(授 業 ノー トな ど)

に活用 して い く。

5生 徒の実態

週5時 間の国語の授業 の うち、 この学級は2時 間

を受 け持 っている。(1時 間 は書写、 もう1時 間 は

漢字 、語句 の指導 にあてて いる。)漢 字、語句の授

業で新出漢字 の指導を行 ってい るが、生徒 のノー ト

を見 ると、ほ とん どの生徒がはね、は らい、折れ、

曲が りなどに気を配 りなが ら、一画一画を丁寧に書

いて いる。書写の毛筆において もその丁寧 さは変わ

らないが、楷書で は筆 の穂先を うま く使 って書 くこ

とに苦労 して いた生徒がかな り見 られたので、その

っ ど手を添え る方法で指導を続 けて きた。

書写や漢字の領域 においては丁寧に書 く習慣が身

に付 いて いるが、板書を写 した り、 自分で考えたこ

とを ノー トに書 く場合 は、 自分 なりに字を崩 して速 点画の連続の課題(試 し書き)

く書 こうと している生徒 も出て きている。
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第1時 の授業において 「月光」の試 し書 きを行 った結果、点画の連続 について は、大 き

く分 けて二っの課題が見っ けられた。一つは 「月」の第3画 か ら第4画 に見 られ る横画の

連続、 もう一つは 「光」の第4画 か ら第5画 に見 られ る横画か ら左は らいへの連続である。

本単元 では行書へ の抵抗感を もたせ ないために も課題を絞 って指導を行 ってい く方針であ

る。今 回の ように二っ以上の課題 にっ いて の取 り組みを させ る場合、生徒一人一人の状況

に応 じて指導を行 うの には、T,T.に よる指導法 は大変有効で ある。

6指 導計画(3時 間扱い)

第3時

(本 時)

① 「月光」を楷書で書 き、行書 と比較 して行書の特徴 にっ いて気付 く。

②行書の ウォー ミングア ップ シー トを用いて、行書の筆使 い、特に点画の連

続 によって書 く速 さが変わ ることにつ いて理解す る。

③練習用紙を用いて筆使いの練 習をす る。

④ 「月光」を行書で試 し書 きを し、 自らのめあてを考え る。

①第1時 の試 し書 きを もとに して作成 した、生徒 に共通 している課題の見本

を示す ことによって、 自分の課題 を明確化する。

②課題別練習用紙を用 いて、個々の課題に取 り組む。

③ 「月光」のま とめ書 きをす る。

④学習カー ドに自分の課題達成についての評価をす る。

①前時に共通の課題 として取 り上げた 「横画の連続」 「横画か ら左 はらいへ

の連続」 にっいて毛筆で確認す る。(「 月」 「光」以外 の単純な文字)

②硬筆 で も同 じ文字を書かせ、基本的な筆使 いが同 じことに気付 く。

③横画の連続が含 まれている漢字 と横画か ら左は らいへの連続が含 まれてい

る漢字の ワー クシー トを用 いて練習す る。

④ ワー クシー トにあ る漢字 をい くつか選んで楷書 と行書で書かせ、行書で書

いた方が速 く書 けることを確かめ る。

⑤学習成果 を自己評価 した ものを学習カー ドに記入す る。

7本 時の指導(3時 間扱いの第3時)

(1)目 標

・前時 まで に習 った毛筆の筆使いを硬筆 に活用す ることがで きる。

・ 「月」や 「光 」 と同様の、点画の連続 を含む漢字を練習 し、その基本的な書 き方 を身

に付 ける。

・点画 の連続によ り、楷書 に比べて速 く書 けることを理解 し、字形 を整えて速 く書 くこ

とがで きる。
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② 展 開

教 師 の 支 援 主 題 に 迫 る
学 習 活 動

T1 T2 た め の 手 立 て

本 日の ワー ク シー トを配 布 す る。 (画用紙に挟ん

だ もの)

1.横 画の連続、および横 ・横画の連続、横画 ・水書板に筆使 いを 水書板

画から左はらいの連続の か ら左 は らいへの 示 範 。

注意点を確認する。 連続の注意点の説 ・注意点 を書 い た短 短冊

明 。 冊を掲示。

2.前 時で学んだ筆使 いの ・主に窓側3列 の机 ・主に廊下側3列 の ワー ク シー ト①

確認をす る。 間指導を行 う。 机間指導を行 う。 確認用紙

(毛筆) (更紙2種)

3.点 画の連続す る漢字の ・作業 にてまどって ・基本的な筆使 いは ワー ク シー ト②

ワ ー ク シー トのSTEP いる生徒の補助を 毛筆と変わ らない 点画の連続す

1の 作業 をす る。 す る。 ことを説 明す る。 る漢字の ワー

ク シ ー ト

↓(白 色)

一

4.点 画の連続す るところ

に蛍光ペ ンで印をつ ける。

・印を付 ける指示を

をす る。(STE

・作業 に

てまど

百 毛 本 墨 由 早 轟 合

誰 棄鎚 蕪
P2の 漢字のい く って い 皇」 柔 墨 由

っかを選んで作業

させ る。)

る生徒

の補助

一 一 一 一 一 ●

至 三 巫 丞 些 義雲

圭壼圭畿1
型 盗 丞 ム ムa

5.点 画の連続す る漢字の

ワークシー トの練習をす ことに重点 を置 く。
点画の連続する漢字の

ワークシー ト(一 部)

る。(STEP2) ・主 に廊下側3列 の ・主 に窓側3列 の

机間指導 を行 う。 机間指導を行 う。

6.ワ ー ク シー トに あ る漢 ・ス トップ ウ ォッチ ・楷書 よ りも行 書 の ワー ク シー ト③

字を選び、楷書と行書で を使 って秒読みを 方が速 く書 け るこ 楷書と行書の

書いてそれぞれの時間を す る。 とを説 明す る。 比較 シー ト

計 った ものを記録す る。 (桃色)
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7.学 習成果を 自己評価 し ・カー ド記入 の説明 ・説明がわか らない ワー ク シー ト④

た もの を学習カー ドに記 を す る 。 . 生徒の補助。 学習 カー ド

入す る。 (黄 色)

・自己評価ができない生徒には助言を与え

る 。

1

8評 価

1楷 書 と行書の違い、特に点画の連続 により行書の方が速 く書けることが理解で きたか。

2横 画の連続及び横画か ら左 は らいへの連続にっ いて、行書の基礎的な書 き方で書 くこ

とがで きたか。

9考 察

(1)自 分の課題 に気付 き、課題意識 をもって学習 に取 り組むために

・生徒 に共通 した課題を取 り入れた見本を提示 し
、生徒 に気付 いたことを発言 させ るこ

とによ り、 自分の文字 と比較 して、 自分の課題 に気付 きやす くなった。

・行 書 とい う全 く初めての単元なので、課題 を点画の連続に絞 った ことで、それぞれが

目的意識を もって、大 きな抵抗感を もたずに取 り組む ことがで きた。

・今 回は最初の段階なので課題 を絞 って行 ったが
、画の連続にっ いてはある程度 できて

いる生徒 もいたので、今後 は各 自の課題 に も対応 できるよ うに、 自己批正や各 自の課

題 で作成す る練習用紙 について も取 り組 ませてい きたい と考えている。

(実 際に次の単元で行 っている。)

② 楽 しく意欲的に取 り組むために

・行書の ウォー ミングア ップ シー ト

この シー トは、楷書をイメージ した図 と行書をイメー ジした図が書かれている もの

であ る。 これ らの図を書 く際にス トップウォッチで時間を計 ってみることによって、

行書をイメージ した図の方が速 く書け るとい うこと、す なわ ち、楷書 よりも行書の方

が速 く書 けるとい う点に気付かせ ることを主な 目的 としている。書写の授業 というと、

「書 く」作業 に終始 して しま うところだが、ゲーム感覚で時間を計 った り、お互いに

図について意見を言い合 った りす ることによ って授業に も活気が 出た。

・課題別練習用紙

これは、筆脈や文字のバ ラ ンスをっか ませ るの に大変有効であ った。ただ、練習用

紙の種類が少なか ったので、試 し書 きか ら生徒の実状を分析 して、状況に対応 した練

習用紙 をあと1～2種 類用意 した方が よか った。

この単元が終わった後、か ご書 きの練習用紙を もとに、各 自の課題に合わせた 自作

の練習用紙を個々に作 らせている。 その意味で、 この段階での練習用紙 の使用 は次段

階へ のステ ップ とな った。

・点画の連続す る漢字 のワー クシー ト

この シー トに提示 してあ る漢字の、横画の連続部分 と横画か ら左 はらいへの連続の
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部分を各 自蛍光ペ ンを使 ってなぞ らせた。それ によって、画の連続する部分へ の意識

が高 まり、その部分 に注意 して練習に取 り組む ことができた。

・楷書 と行書 の比較 シー ト

楷書 と行書、 どち らの方が速 く書けるか時間を計 ってみたが、文字 によっては行書

の方が時間のかか る生徒がかな りいた。問題点 と して、生徒が まだ行書 に慣 れていな

いとい うこと もあるが、4㎝ 四方の枠 いっぱいに鉛筆で書かせ たので時間がかか りす

ぎた とい うこともあった。鉛筆よ りなめ らか に書け るサイ ンペ ンやフェル トペ ンなど

他の筆記用具を活用 してい くことも考えていきたい。

・T.T.に よる指導の工夫

T2が ワー クシー ト② の点画の連続について説 明 しているとき、2、3人 の生徒が

ワークシー トに書かれて いる文字で、横画の連続 ・横画か ら左は らいへの連続以外 の

点画の連続 している部分 に気付 いて、T1に 質 問 して きた。 このような ことに対応で

きるの はま さに工監 の利点 と言え よう。 また、時間を計 るときやワークシー トの作業

の際の机 間指導な ど、役割分担を して能率的に、 また きめ細か く指導す ることができ

た。

㈲ 達成感、成就感につながる評価の工夫

・学習カー ドの利用

試 し書 きの段階で 自分の課題を見っ けることは、まとめ書 きやその後の発展学習 に

おいて、生徒 自身が 目的意識を もって課題 に取 り組 めるとい う利点があ った。

ただ し、行書の導入段 階においては、横画か ら左 は らいへの連続など、生徒 自身で

課題の解決 を見いだす ことが困難 な場合があ るので、指導者側で課題解決 のための手

立てを示 す必要があ る。

単元のま とめ段階における学習 カー ドには、 まとめ書 きにおいて、 自分が その課題

について達成 したか とい う評価だ けに とどま らず、行 書の特性など、授業で説明 した

ことが理解 できたか という項 目を設けることによって、その単元 の総合的 な評価を生

徒 自身で確認す ることがで きた。

(4)日 常生活 に生かすための工夫

・点画の連 続す る漢字の ワークシー ト

日常よ く用い られ る漢字を段 階を追 って提示(横 画の連続の場合でいうと、2本 の

横画のあ とに3本 の横画の連続 というよ うに)し 、説明を加えなが ら進あたので、理

解を深めなが ら学習す ることがで きた。

・日常の書写活動へ

授業の板書 に行書を取 り入れ、授業 ノー トに活用 させ た り、手紙や年賀状 など、 日

常生活で活用で きる教材を取 り上げることによって、生徒の関心 ・意欲を高め ること

がで きた。
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V国 語 科書写 にお けるテ ィーム ・テ ィーチ ングの考察 と実践

1書 写におけるT.T.の 有効性

今年度 の主題に迫 るためには、児童 ・生徒が課題意識を もち文字を正 しく整えて書 こう

とす る態度を育て、関心 ・意欲を持続で きる力を培 うことが重要であ る。そのための指導

法 と しては従来のような教師が示範 し、児童 ・生徒が説明を聞き、練 習す るという形態 で

はな く、個 に応 じた多様な指導が望 ま しいのは明 らかであ る。 また、21世 紀 を見据えた教

育を進めるためには授業を質的に高めるという大 きな命題が課せ られている。 これ まで定

着 して きた1教 室1教 師か らの転換 をはか り、真に児童 ・生徒 の側 に立った指導形態を推

進 していかな ければな らない。っま り、 これ までの指導観や評価観を変革す るの にもっと

もふ さわ しい指導方法を取 り入れていかなければな らないのである。そ こで今年度 は主題

に迫 り、授業を質的 に高め る指導法 としてT.T.に 注 目し、 その有効性 と可能性 を考察 し研

究 に取 り入れ ることに した。

①1教 室1教 師か らの転換

小学校で は、 これ までの教室の壁が なかなか取 り除かれない、 いわゆる 「学級王国か

らの開放」がなされないままに今 日に至 っている。T.T.は この壁 を取 り去 り、真 に児 童

の側 に立 った授業 と評価の一体的な指導が可能 とな り、授業 改善 の道が築かれ る。T.T.

はこれまでの指導観を変革す る指導法 といえる。当然、国語科書写 において も、一人の

教師による一斉指導か らの転換が図 られなければな らない。っま り、1学 級2教 師、1

学級3教 師等の指導に限 らず、2教 室分程度の広 い教室の提供 によって2学 級2教 師、

2学 級3教 師の展開 も可能 とな る。 この場合単元によ って、意図的 ・計画的 ・重点的な

取 り組 みを進め、教師の専門性を考慮 しなが ら、進 め られなければな らない。

② 役割分担の多様化

T.T.は 複数教師 によって、授業を構築 してい くものである。 したが って、 これまでの

一斉形態か らの脱皮 として位置付け ることがで きる
。一斉で始ま り一斉で終わ る形態か

ら、小 グル ープを組み込み、学習効果 を高めることが可能 となる。っ まり、一斉で始 ま

り小 グループに分かれ、再 び一斉 に戻 る展開の場合な どは、小 グループの分 け方 に応 じ

て、教 師の役割分担 も当然多様化 して くるのであ る。

③ 課 題別学習

同一教材であ って も、 目標 を達成す るための一入一 人の課題は異なる。工工を取 り入

れ ることにより、個 々の課題 に合わせて多様な解決方 法や練習方法 を取 り入れ ることが

で きる。児童 ・生徒 は自分 の課題を解決す るために、様 々な解決方法か らもっともふ さ

わ しい と考え られ る ものを主体的に選択 し解決 に取 り組 む ことがで き、確実 な課題達成

が可能 となる。

また、個 々の課題を課題別 にグル「プ化 した場合 も、個 々の グループに応 じた多様な

解 決方法を提示 し支援す ることがで きる。
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④ 多様な学習方法

硬筆 ・毛筆 の関連 を意図的に組 み入れた学 習で は様 々な手立てが考え られる。 これま

での半紙 と筆か らの授 業を、 コンピューター、OHP、OHC、 水書板、分解文字等を

活用 した学 習方法を取 り入れ ることによ って個別の意図的 ・計画的な取 り組 みが可能 と

な る。その際 これ まで与え られた練 習用紙 を自作の もの に した り、選択の幅を広 げた も

のに して い くこと も可能 となる。教師主体 の学習か ら児童 ・生徒主体 の学習へ と転換 し

てい く契機 として捉えたい。

⑤ 習熟の程 度に応 じた学習

T.T.に よ る授業では、習熟の程度 に応 じた学習展開が これまでよ り、一層推進で き

るよ うにな る。例えば第5学 年 での 「字配 り」の指導で は、字配 りの実態を段階的に

分 けて教師 も習熟に応 じて役割分担す ることがで きる。 このように、課題をい くっか

の段階 に分けどこまで達成で きたか自己評価 しなが ら進めてい くことがで きる。1時

間に同一のね らいを もたせ るのではな く、一人一人の達成度を見届ける展開を して意

欲の持続 化を図 ることがで きる。

⑥60分 、90分 授業の展開

T.T.に よ って児童 ・生徒の興味 ・関心の持続が図 られることは、学習方法の選択な

どによって も一 層高 めることが でき、指導効果が大 きい ものと判断 され る。っ ま り、

指導時間を60分 、90分 授業 に広 げ ることによ って、書写力の育成 と、硬筆 ・毛筆の関

連指導の充実を図 ることがで きる。 これまで発展段階で は、時間的に足 りない授業が

多 く毛筆 だけで終 えて しま う展 開 も多い。 したが って、T.T.に よ って硬筆の指導 も可

能になる。

⑦ 多面的な評価

複数教 師による評価 は、児童 ・生徒一 人一人の持 って いる能力を引き出すばか りで

な く、その子 な りの成長 をきめ細か く評価する ことが できる。 また、補助簿な どの活

用によって、 日常的な評価 に生かす ことが で きる。 このように評価観を広げて多面的

な評価がで きるようになるのであ る。授業全体 において も、結果の評価か ら過程の評

価へ、量の評価か ら質の評価へ、教師の評価か ら自己評価、相互評価へ、一時的評価

か ら継続的評価へ と評価観の転 換 も可能 となる。

難 　 噸 りノμヘレ剛 ヂ

示 範 個 別 指 導
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2授 業 におけるT.T.の 考察(小 学校)

・書写活動において筆順の指導 は欠 くことので きない ものである。T1が 「風」の筆順 を

指導す る時、T2が 筆順 にあわせて板書を した。T2が 「風景」の文字を板書 し終えた

とき、児童か ら自然 に拍手が おきた。児童 はT2の 整 った文字 を見て感動を素 直に表 し

たのであ り、筆順 も確実に理解することがで きた と考え られ る。℃凪 においては教師の

特性や個性 にあわせて、明確 な役割分担がで き、質の高 い授業が可能 となる。

・ 「風」の基準を理解 させ る学習活動 において、T1が 基準の説明を進め、T2は 説明 に

あわせて 「風」の拡大文字を動か した。児童 はT1の 説明を聞きなが ら 「風」の基準を

視覚で と らえ ることがで き、 「風」の中心 は7画 目にあることや、 「風」の2画 目のそ

りの角度等の基準の理解を深めることがで きた。基準を確実 に理解す ることで 自分の課

題づ くりへ とっなげ ることがで きた。

・大 きな模造紙を使用 し二色筆で筆の穂先を示範す る時、T2が その補助をす ることです

ぐに示範ができ学習の流れ にむだがな く効率 よ く指導が進 め られた。

・T.T.は 指導範囲を広げることを可能にす る。研究授業において は、教室内のスク リー ン

コーナー、分解文字 コーナー、相談 コーナーはT2の 指導範囲 とし、廊下や水飲み場付

近 にまで設定 した水書板 コーナー、模造紙 コーナーはT1が 支援 した。その結果児童 は

多様 な練習方法を選択す ることがで き、楽 しく意欲的 に課題 を解決す る姿が見 られた。

T2が 児童の質問 に答えなが ら筆先の微妙な動 きを書いてみせ る相談 コーナーで、そ り

のあ との はねについて相談 した児童 はまとめ書 きで力強 くはねた 「風」を書 き上げてい

た。

・T1もT2も 一人一人の児童 に様 々な言葉をかけて指導を進めて いった。話 しか け られ

た児童 はどの子 も嬉 しそ うな表情を見せ一層意欲的 に学習に取 り組んでいた。適切な声

か けや評価は、 自分は認め られているとい う安定感 を児童に持 たせ、意欲や集 中力を高

め るとともに持続 させ ることにっなが る。

・試 し書 きとまとめ書 きを比較 し、課題が どの ように達成 されたか、 自己評価や相互評価

を した時、T1もT2も 児童の変容を結果だけでな く、 まとめ書 きにいたる経過 も合わ

せて評価 していた。1教 師だけでは見落 としがちなお とな しい児童 に対 して も複数教師

であれば、その過程 においてどのよ うな変容が見 られたか、確実 に把握 し適切な評価が

可能 とな る。

・硬筆文 字に関連 させて、中心の よ くわか る文字を発見 させ る文字例を児童 の名前の文字

か ら発見 させ ることにより、意欲を一層高めることがで きた。T.T.に おいては教材の準

備開発が学習 に適切 な もの とな り学習意欲を高め ることが可能 となる。
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3授 業 におけるT.T.の 考察(中 学校)

・行書体の点画の連続につ いて
、説明する際 に、T1が 説明 し、それに合 わせてT2が 水

書板に範書を した り、 ポイ ン トを書いたボー ドを黒板 に貼 った りす ることで、時間的な

短縮 と授業 を効率よ く展開す ることを可能に した。

・T2が 全体 に説明 して いる時に
、個々の生徒の質問に対 してはT1が 詳 しくわか りやす

く答え、生徒の理解を深めさせてい った。全体を説 明す るのはT2、 細かい質問や疑問

に答 え るのはT1と いうよ うな役割分担をす る場面を作 ることで、個への対応が図れた。

・複数 の教師で指導す ることで生徒が作業 してい る時の机間巡視に もゆ とりがで きた
。個

別指導 にあて られ る時間がふえ、筆使いについて手を添えて指導す ることもで き、きめ

細か い指導が生徒の意欲を持続 させた と考え られる。

・授業後、生徒か ら次のよ うな感想があ った。

*う ま く書け るようにな った。

*少 しで きるよ うにな った気がす る。

*行 書の方が速い ことがわか った。

*慣 れていない分(行 書の方が)時 間がかか った。

*も っと練習 して、 もっと速 く書け るようにな りたい。

*点 画の連続が楽 しか った。

*ま た○○先生 に来て ほ しい。

・自分 を過小評価 しが ちな中学生 が 「うま く書け るよ うにな
った。」 「で きるよ うにな っ

た気がす る。」 と感 じる達 成感 はとて も重要だ と考 え る。 ここまで、生徒 の達成感を引

き出せたのは、生徒の 「また○○先生 に来て ほ しい。」 とい う言葉に も表れ ているよ う

に、'LT.に よ り一人一人 に細かな指導ができたか らであ ろう。教師側か らの感想 と して

も、一人が全体を進め、一人が個別指導にあた る場面が設定で き、余裕を もって指導 に

あたれた とい う意見が あが った。

4今 後の課題

丁.T.は国語科書写 にお いて も有効な指導方法であ り、以上述べ るように今後 は、教師の

意識改革 と授業改善の中核的役割をめざす ものと して認識 しなければな らない。一人で取

り組んでいた授業 を複数で取 り組 む ことによる利点 を全教科において、また学校全体が中

・長期的展望 に基づ いた学校改革 として認識す ることが求め られてい る
。国語科書写にお

いて も引き続 き、T.T.の 指導方法 を模索 し構築 していかなければな らないと考え る。
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VI研 究のまとめと今後の課題

本年度 は、 「基礎 ・基本 を身 に付 け活用できる書写指導の工夫」 とい う主題で研究を進め

て きた。h主題 自体 は昨年度 の ものを引 き継いだ形であ るが、本年度 は、特 にT.T.と い う指導

形態に注目 し、その有効性 や可能性を さ ぐりなが ら主題 に迫 るべ く、授業研究を中心 に考察

を続けてきた。前述の仮説 に基づ き、4つ の視点を柱 に、T.T.に よる授業を通 して研究を進

めて きた ことで、次のよ うな成果が得 られたと考え る。

1課 題の発見、練習方法、評価方法、硬毛の関連 など、それぞれの面か ら指導を工夫す る

ことで、児童 ・生徒一人一人に意欲が生 まれ、活気 ある取 り組 みがで きた。

(1)試 し書きと教材文字 との比較、分解文字を 自由に操作で きる機会、拡大文字の使用 な

どによって、 自分 の課題を明確化で きた。

② いろいろな練習コーナーを設定す ることによ って、 自分 の課題解決 に、意欲的な取 り

組 みができた。(特 に二色筆を使用 した練習 は、基本的な筆使いを認識す るためには有

効であ った。)

(3)学 習カー ドの工夫、掲示方法の工夫な どか ら、 自己評価、相互評価が円滑 にで き、達

成感、成就感が得 られ るとともに意欲の向上 に もっなが った。

(4)毛 筆で学習 した内容を硬筆で も復習で きるよ うな練 習用紙の工夫や、ま とめ書 きの機

会設定 によ って、 日常生活 に生かそ うとす る態度が見 られるようになった。

2国 語科書写におけるT.T.に よる指導の有効性がわか った。

(1)示 範や教材提示装置などの操作 と解説 をT.T.で 分担す る ことによって、授業進行 に リ

ズムがで き、児童 ・生徒一人一人が集中 して取 り組 み易 い雰囲気づ くりがで きた。

② 個に応 じた助言が で きることによって、児童 ・生徒一人一人に、 自分 の課題発見の機

会を与え易 くな り、課題意識の明確化が図れ るようにな った こととともに、達成感、成

就感 にっなが る評価 も細か くできるようになった。

③T.T.で 分担す ることによって、 いろいろな練 習 コーナーを設 けることがで き、児童 ・

生徒一人一人が意欲的 に、進んで取 り組め るようになった。

(4)複 数の教師で意見交換をする中で、練習用紙 ・評価用紙の作成、授業進行 などについ

ての考えが深め られ、効果的な授業づ くりがで きた。

今後の課題 と しては、次の ようなことが考え られ る。

1書 写指導 にT.T.を 積極的に取 り入れよ うとす る教師の熱意 と理解、また、それを推進で

きるような学校の態勢づ くりをどの ように してい くか。

2書 写指導 におけるT.T.に よ る授業の さらな る可能性を見つけ出 してい くこと。

3ワ ープ ロ文字や活字 にはない、人の書 いた文字 の魅力 にふ れる機会を、 日常生活 におい

てどのよ うに設定 して いけ るか。(例 えば、学級 ・学年通信 や教科通信、板書の文字、学

習関係プ リン ト類の作成など)'

4実 際に文字を書 く効果的な機会を どのように設定す ることがで きるか。(例 えば、他教

科や特別活動 との連携な どの形で)
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